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## 0 0.002 0.010 0.040 0.134 0.387

## 1 0.020 0.071 0.196 0.436 0.775
## 2 0.090 0.232 0.463 0.738 0.947
## 3 0.254 0.483 0.730 0.914 0.992
## 4 0.500 0.733 0.901 0.980 0.999
## 5 0.746 0.901 0.975 0.997 1.000
## 6 0.910 0.975 0.996 1.000 1.000
## 7 0.980 0.996 1.000 1.000 1.000
## 8 0.998 1.000 1.000 1.000 1.000
## 9 1.000 1.000 1.000 1.000 1.000
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　２項分布の確率を計算した表を作ります。利用した関数は、pbinom、matrix、round、 colnames、rownamesで、pbinom 関数で２項分布の下側確率を計算します。
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29T NI 7 +)L ## 0 0.002 0.010 0.040 0.134 0.387
CreenT-1.4R ## 1 0.020 0.071 0.196 0.436 0.775
S | ## 2 0.090 0.232 0.463 0.738 0.947
A UJZEE2X : pbinom. matrix. round ## 3 ©.254 0.483 0.730 0.914 ©.992
colnames. rownames ## 4 0.500 0.733 0.901 0.980 0.999
N s > TE4 SR A s e ## 5 0.746 0.901 0.975 ©.997 1.000
T ??lnom_%"%_c 21553 ﬁ@_Fj;‘JiE"‘%_: P 4% 6 0.910 0.975 0.996 1.000 1.000
53 (ppi) 1105~ 0.1 D4EfE, 9EIDHITC ## 7 0.980 0.996 1.000 1.000 1.000
RRINEHD 0~9 D FRFER (cumu p) Z:tE ## 8 0.998 1.000 1.000 1.000 1.000
045 5BIDT MU w2 () (AHE ## 9 1.000 1.000 1.000 1.000 1.000
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for (iin 1:5) {
ppi<-(6-i) /10

cumu_p ([FEX10 D }
NI NVICED

cumu_p <- pbinom(q = X, size = 9, prob = ppi, lower.tail = TRUE)

mx|[1:10, i] <- round(cumu_p, 3)

}



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　勝率（ppi）が 0.5 ～ 0.1 の４段階、9 回の試行で成功数が 0～9 の下側確率（cumu_p）を計算し、これらの数値を10 行 5 列のマトリックス（mx）として作成します。その結果が右の出力になります。
　pbinom 関数で２項分布の下側確率を求めます。lower.tail = TRUE で下側確率に設定します。この x は0:9のベクトルですから、cumu_p は、要素 10 個のベクトルになり、それぞれの下側確率が格納されます。これを for 文で５回繰り返し、その都度、勝率を0.5 ～　0.1 まで0.1 刻みで変化させて計算します。ppi <- (6 - 1)/10 で、ppi は0.5～0.1まで変化します。
　この結果、10 行 5 列のマトリックス（mx）に確率が格納されます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　作成したマトリックスから、折れ線グラフを作成します。
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plot(@, type = "n", xlim = c(Q, 4), ylim = c(@, 1), xaxt = "n",
xlab = "pi", ylab = "cumulative prob")
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axis(l, at = 0:4, labels = seq(0.5, 0.1, -0.1), cex.axis = 1) (legendﬁﬂiﬁ?
for (i in 1:10) lines(x = 0:4, y = mx[i, ], type="b", pch=1i, col=i) | IiEﬂ‘
par(xpd = TRUE) 2 PN DALE ] 3 0.2 0.1
legend(x = par()$usr[2] + 0.2, y = par()$usr[4], -
axis BIEXT
legend = 0:9, col = 1:10, pch = 1:10) ==—
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　高水準グラフィックス関数の plot でグラフの枠組みを作成するので、0 を渡し、type = "n"として枠組みのみを表示させます。その後、低水準グラフィックス関数 lines で複数の折れ線グラフを追加します。
　横軸の取り方は、通常と逆方向ですから、plot 関数では　xaxt = "n" として軸を表示させず、axis 関数で横軸を後から指定します。axis 関数の引数 １ は横軸であることを指定し、引数 at 横軸の場所を設定しています。cex.axis = 1 は、軸の表示の大きさを設定します。
　凡例を legend 関数で表示します。グラフの枠外に凡例を表示させるため、par()$usr[2] と par()$usr[4]で右上の枠外の座標を取得してx 軸方向に0.2 ずらせて凡例の位置を指定してあります。また、右の枠外に凡例を表示させるため、par(mar=) 関数で右側の余白を 5 にして、余白を大きく取ってあります。勝数0 ～9 の10種類を区別するために、引数 legend は凡例の0～9の表示、col は色、pch はマークの形を指定しています。
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プレゼンテーションのノート
　


